
各委員の意見概要 

 

 

意見要旨 主な関係課 

基本戦略１ “アジアの日常化”の推進～国際化・アジアとの交流推進 

 ・留学生や家族滞在の外国人に比べ、技能実習生数は多いものの、各種交

流イベントへの参加者数が少ないと感じている。技能実習生に対して、

交流促進事業への参加を促す取組が必要である。 

 

国際交流課 

基本戦略２ アジアの活力を鹿児島へ～アジアからの誘致促進 

 ・日本に比べると海外は、キャッシュレス文化が進んでいる。訪日観光客

の消費増に向けて、キャッシュレス決済の更なる推進が必要である。 

 

観光戦略推進

課 

・TSMC（台湾の半導体製造企業）関連で、鹿児島県内への進出を検討する

海外企業（特に台湾）が多く、誘致促進に向けた進出企業への支援が重

要である。 

 

産業創出課 

・日本における生産年齢人口の減少に伴い、外国人労働者の増加が見込ま

れる中、雇い手と働き手のマッチング支援の構築が必要である。 

 

雇用推進課 

基本戦略３ 鹿児島からアジアへ～地域産業の海外展開の促進 

 ・「輸出チャレンジ支援事業」について、展示会等出展の上限年数を撤廃

してはどうか。 

 

産業政策課 

・「地域商社支援事業」について、県の事業と重複する事業内容であり、

かつ県の方が補助率も高いため、当事業への優位性を見出せない。 

 

産業政策課 

・鹿児島市の全食品企業等が対象となる、補助事業ではない、海外展開支

援事業の企画・構築が必要である。 

 

産業政策課 

その他 

 ・本市在住の特に日本語が堪能でない外国人に対して、日頃からの災害へ

の備え方や、災害時の情報収集方法などに関する情報をどのように発信

しているのか。 

 

危機管理課 

 ・他県に比べ、鹿児島県のパスポート取得率が低いと感じる。誘致のみな

らず相互交流が重要だと考える。 

 

 

 


